










コンベンショ
ン

コンベンショ
ン

去
る
7
月
22
日
㈮
、
札
幌
市
は
、
倶
知
安
町
・

ニ
セ
コ
町
と
、「
M
I
C
E
に
お
け
る
連
携
・
協

力
に
つ
い
て
の
覚
書
」を
交
わ
し
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
以
前
か
ら
倶
知
安
町
・

ニ
セ
コ
町
の
企
業
や
団
体
と
協
働
で
、
同
エ
リ

ア
の
持
つ
豊
富
な
自
然
や
充
実
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
施
設
等
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
（
そ
こ

に
し
か
な
い
特
別
感
を
味
わ
え
る
場
所
・
会
場
）

と
し
て
活
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

を
開
発
す
る
な
ど
、
沢
山
の
M
I
C
E
参
加
者

へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

札
幌
に
と
っ
て
は
、
本
年
３
月
に
締
結
さ
れ

た
小
樽
と
の
覚
書
に
続
き
、
二
つ
目
の
M
I
C
E

に
関
す
る
広
域
連
携
の
輪
が
広
が
り
、
３
地
域

で
の
緊
密
な
情
報
交
換
や
人
的
交
流
を
進
め
る

な
ど
、
M
I
C
E
の
誘
致
に
欠
か
せ
な
い
受
入

基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
は
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
や
小
樽
と

の
広
域
で
の
連
携
を
面
的
に
推
進
し
な
が
ら
深

め
て
行
き
、
よ
り
多
く
の
集
客
を
目
指
し
て
い
く

予
定
で
す
。
年
内
に
は
３
つ
の
エ
リ
ア
を
中
心

と
し
た
「
ユ
ニ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ガ
イ
ド
」を
と
り

ま
と
め
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
と
の
連
携
で
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
を
強
化

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
８
月
12
日
㈮
よ
り
３
週

間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）

地
域
別
研
修
「
南
東
欧
地
域
・
自
然
環
境
保
全
に

配
慮
し
た
観
光
計
画
・
振
興
」コ
ー
ス
の
実
施
受

入
を
行
い
、２
ヵ
国
（
セ
ル
ビ
ア
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
）

か
ら
２
名
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

研
修
参
加
対
象
国
で
あ
る
南
東
欧
地
域
で
は
、

観
光
が
有
望
な
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
持
続
的

な
経
済
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
コ
ー
ス

は
、
観
光
分
野
に
携
わ
る
行
政
官
を
対
象
に
し
、

豊
富
な
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
光
計

画
・
振
興
策
の
策
定
能
力
向
上
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

札
幌
国
際
大
学
観
光
学
部
・
市
岡
浩
子
教
授

を
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
に
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能
な
観
光
振
興
）」を
主

要
テ
ー
マ
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
し
、
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
道
内
外
か
ら
様
々
な
立

場
の
専
門
家
を
招
聘
し
、
行
政
が
担
う
べ
き
役

割
や
、
民
間
団
体
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
コ
ー
ス
３
週
目
に
設
け
ら
れ
た
実

地
研
修
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
知
床
を
訪
れ
、
官
民
協
働
で
の
持
続
可
能

な
観
光
計
画
・
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
視
察
し
、

座
学
で
得
た
知
識
を
定
着
さ
せ
る
の
に
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
で
３
年
コ
ー
ス
は
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

過
年
度
も
含
め
た
全
研
修
員
が
、
研
修
を
通
し
て

得
た
知
識
や
経
験
を
自
国
に
て
普
及
し
、
活
躍
す

る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
国

際
プ
ラ
ザ
は
、

今
後
も
国
際
協

力
推
進
、
札
幌

の
知
名
度
向
上

へ
向
け
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
コ
ー
ス
受

入
事
業
等
に
協

力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
環
境
配
慮
型
の
会
議
運
営
に
対
す
る
主
催

者
や
会
議
参
加
者
へ
の
意
識
喚
起
を
目
的
に
、
グ

リ
ー
ン
M
I
C
E
（
環
境
に
配
慮
し
た
会
議
運
営
）

を
推
進
し
、
主
催
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
推
進
活
動
を
一
層
強
化
す
る
た
め
札
幌
市

に
よ
る
新
た
な
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
札
幌

市
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
推
進
奨
励
」制
度
は
、
札

幌
市
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
会
議
運
営
を
実
施
す

る
会
議
に
対
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
奨
励
す
る
も

の
で
す
。「
札
幌
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E

の
取
り
組
み
項
目
リ
ス
ト
」に
あ
る
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
を
一
定
数
以
上
実
施
す
る
と
札
幌

市
よ
り
、「
札
幌
市
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
推
進
奨

励
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ

・C
B
で
は
、
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E

に
お
け
る
先
駆
的
取
り
組
み
を
進
め
、
札
幌
の
誘

致
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た

会
議
運
営
の
推
進

～「
札
幌
市
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
推
進
奨
励
」制
度
開
始
～

J
I
C
A
地
域
別
研
修

～
セ
ル
ビ
ア
、マ
ケ
ド
ニ
ア
よ
り

研
修
員
が
参
加
～

国際プラザ・コンベンションビューローでは、
札幌市内で開催が予定されている主なコンベ
ンションで、主催者側から公表が許可されてい
るもののみ、ホームページ上の「コンベンショ
ンカレンダー」にて公開しております。コンベ
ンションカレンダーは半期に一度更新をおこ
なっており、約 1 年先までの開催情報だけで
はなく、既に開催された過去の情報も提供して
おりますので、ご活用ください。

http://www.conventionsapporo.jp/
j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション
2011 年
11 月

17th Small Engine Technology Conference(SETC2011) （250 名） 

2012 年
2 月

The Third Asia-Pacific Conference on FRP in Structures(APFIS2012) （300 名） 

コンベンションカレンダー

国内コンベンション
2011 年
11 月

創造都市さっぽろシンポジウム （200 名） 

11 月 市民公開・能楽特別講演会 （200 名） 

2012 年
2 月

日本産業動物獣医学会 （150 名） 

2 月 平成 23 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 （2000 名） 

3 月 第 62 回日本木材学会大会 （500 名） 

3 月 日本薬学会年会 （9000 名） 

東
日
本
大
震
災

以
降
、
韓
国
か
ら

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
が
相
次

い
で
中
止
に
な
っ

た
中
、
国
際
プ
ラ

ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で

は
、
風
評
被
害
を

払
し
ょ
く
し
、
再

び
札
幌
を
訪
問
し

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
一
弾
と
し
て
、
6
月
29
㈬
、
30
日
㈭
に
ソ
ウ

ル
で
行
わ
れ
た
「K

O
R
E
A

　

M
IC

E
 E

X
PO

 
2011

」（
以
下
、
K
M
E
）に
N
P
O
法
人
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
加
盟
企
業
3

社
と
共
同
で
出
展
し
、
官
民
を
挙
げ
て
札
幌
の
安

全
性
と
M
I
C
E
適
地
で
あ
る
こ
と
を
一
人
一
人

の
バ
イ
ヤ
ー
に

強
く
訴
え
か
け

ま
し
た
。
ま
た
、

期
間
中
、
大
田

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

札
幌
市
と
共

同
で
P
R
イ
ベ

ン
ト
「H

appy 
H

our

」を
行
い
、

「
お
も
て
な
し

M
I
C
E
」と
い

う
テ
ー
マ
で
札
幌
独
自
の
取
り
組
み
を
海
外
の
有

力
バ
イ
ヤ
ー
に
紹
介
し
ま
し
た
。
第
二
弾
と
し
て
、

7
月
上
旬
に
韓
国
の
大
手
保
険
会
社
及
び
旅
行
会

社
等
5
社
を
直
接
訪
問
し
、
札
幌
で
の
開
催
が
中

止
に
な
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
再
度
札

幌
で
開
催
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。

第
三
弾
と
し
て
、
7
月
21
日
㈭
か
ら
24
日
㈰
ま
で

行
わ
れ
た
観
光
庁
主
催
の
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
緊

急
対
応
事
業
「
韓
国
M
I
C
E
関
係
者
北
海
道
視

察
」に
企
画
の
段
階
か
ら
関
わ
り
、
同
行
し
な
が
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
安
全
な
札
幌
・
北

海
道
で
開
催
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
視
察
で
は
、
今
年
3
月
に
札
幌
市
と

「
M
I
C
E
に
お
け
る
連
携
・
協
力
に
つ
い
て
の
覚

書
」を
交
わ
し
た
小
樽
市
を
は
じ
め
、
各
自
治
体
や

地
元
企
業
が
一
丸
と
な
り
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー

や
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
提
案
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
早
く
札
幌
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を

開
催
し
た
い
」と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
視
察

に
参
加
し
た
企
業
の
う
ち
一
社
が
、
10
月
に
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
を
札
幌
で

開
催
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
も
引

き
続
き
官
民
で

協
働
し
、
近
郊

都
市
と
連
携
す

る
こ
と
で
韓
国

市
場
向
け
の
誘

致
活
動
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

中
国
で
は
、
近
年
の
著
し
い
経
済
成
長
に
伴

い
、
中
国
の
国
内
企
業
や
外
資
系
企
業
の
中
で

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
（
研
修
旅
行
・
報
奨

旅
行
）の
企
画
・
実
施
件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
日
本
や
世
界
各
国
に
お
い
て
、

中
国
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
は
じ

め
と
す
る
M
I
C
E
の
誘
致
に
向
け
た
競
争
が

激
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
札
幌
と
そ
の

周
辺
の
自
治
体
や
民
間
企
業
・
団
体
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
誘
致
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
8
月
10
日
㈬
に
「
中
国

M
I
C
E
の
開
拓
に
か
か
る
意
見
交
換
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
に
は
、
札
幌
・
小
樽
・
倶

知
安
・
ニ
セ
コ
の
各
自
治
体
職
員
の
ほ
か
、
旅

行
代
理
店
や
ホ
テ
ル
関
係
者
が
集
ま
り
、
現
在

の
取
り
組
み
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
屋
内
や
冬
季
以
外

の
体
験
型
観

光
資
源
を
増

や
し
て
、
天

候
や
季
節
に

左
右
さ
れ
な

い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が

大
切
だ
。」
な

ど
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

で
は
、
中
国
か
ら
の
M
I
C
E
誘
致
を
強
化
す
る

た
め
、
8
月
30
日
㈫
～
9
月
1
日
㈭
に
中
国
北
京

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
と
国
際
会
議
の
専
門
見
本
市
（
C
I
B
T
M
）

2
0
1
1
」に
出
展
し
ま
し
た
。

今
回
の
C
I
B
T
M
に
は
、
世
界
各
国
・
地
域

か
ら
約
4
0
0
企
業
・
団
体
等
が
出
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
取
り
扱
う
旅

行
会
社
や
企
業
関
係
者
、
国
際
会
議
の
主
催
者
な

ど
約
3
0
0
の
企
業
・
団
体
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加

し
、
商
談
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
そ
の
後
の
原
発
事
故
問
題
の

影
響
に
よ
り
、
M
I
C
E
の
誘
致
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
も
札
幌

ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
が
商
談
に
訪
れ
、

中
国
に
お
け
る
北
海
道
に
対
す
る
人
気
の
高
さ
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
帰
国

後
も
バ
イ
ヤ
ー
た
ち

と
の
連
絡
は
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
も
積
極

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
M
I
C
E

の
誘
致
に
つ
な
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
再
び
札
幌
で
M
I
C
E
を
！
」

韓
国
市
場
へ
の
働
き
か
け

「
オ
ー
ル
札
幌
」で
中
国
市
場
の

開
拓
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を

～
中
国
M
I
C
E
市
場
の
開
拓
に
か
か
る
意
見
交
換
会
～

「
M
I
C
E
都
市
さ
っ
ぽ
ろ
」の

魅
力
を
P
R
！

～
C
I
B
T
M
2
0
1
1
出
展
～

世界中から訪れるバイヤーとの商談（KME）

JAPAN ブース揃いの法被で PR 30 名が参加した第 1 回意見交換会

小樽で「すし握り体験」をする韓国 MICE 関係者

覚書を交換（ニセコにて）

熱心に講義に耳を傾ける研修員たち

大田コンベンションビューローとの共同 PR（KME）
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編
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・
発
行
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Information インフォメーション

ダージャーハオ（こんにちは）

初めまして、4月に中国の上海から参りました国際交流員の賀小雲と申します。上海の華東師
範大学日本語学科で四年間日本語を専攻しました。

札幌は豊平川、藻岩山や三角山など豊かな自然、国際感覚を持った親切な市民の方々に恵ま
れており、とても住みやすい都市だと思います。また、北海道には美味しいものがいっぱいある
と聞いており、グルメに目のない私には体重管理はたいへんではないかと思っていながら、道産
のお米、牛肉、野菜、ソフトクリーム、スイーツなど思う存分に楽しんでいます。ダイエットはい
ざというときにまた頑張ります。(笑)

趣味としては、バドミントン、サイクリング、山登りが大好きです。みなさん、登ってほしい山、
食べてほしい美味しいものの情報がありましたら、ぜひ気軽に教えてください。一緒に美景とグ
ルメめぐりを楽しみましょう。

賀小雲（ガ ショウウン）さん

はじめまして
はじめまして!　8月に国際交流員として札幌国際プラザに着任いたしましたサゾノフ・マキシ

ムと申します。札幌の姉妹都市であるノボシビルスク市の出身です。2004年に高校を卒業して、
シベリア国際関係大学に入りました。専門は日本学です。大学で日本語だけではなく、日本の歴
史、文学、経済も勉強しました。日本に深い興味を持って、大学を卒業してから、ノボシビルス
ク市立「シベリア・北海道」文化センターに就職いたしました。「シベリア・北海道」文化センター
でノボシビルスクと札幌姉妹都市関係の様々な分野で仕事をしました。去年の夏にノボシビルス
クの青年訪問団の団長として初めて札幌に来ました。札幌の市民の方々は訪問団をやさしく受け
入れてくださり、とても感動しました。今回札幌市の国際交流員として皆さんと一緒に札幌とノ
ボシビルスク、日本とロシアの友好関係を深めることに努力したいと思います。みなさん！ロシア、
ノボシビルスクについてご質問があれば、どうぞ、ご遠慮なく、お聞きになってください。よろし
くお願いいたします。

サゾノフ・マキシムさん

交流サロンがさらに利用しやすくなりました

　交流サロンは日本人市民、外国籍市民の方々が気軽に出会
い、交流していくことをサポートするためのスペースです。
この夏から、サロンがより利用しやすくなっておりますので、
ご案内いたします。
　サロンにはインターネット検索ができるパソコンコーナー
がありますが、加えてWi-Fiの利用が出来るようになりました。
Wi-Fi機能（公衆無線LAN機能）を有する機器をお持ちの方でし
たら、どなたでも無料でインターネットに接続することがで
きます。
　また、来館者の皆さんからのご要望もあり、ペットボトル

など、ふたの出来る飲物であればお飲みいただけるようにし
ました。どうぞゆっくりくつろいでサロンをご利用ください。
サロンの入り口にはフローラ
ルアートの皆さんのご協力に
より、週替わりで色鮮やかな
花が展示されています。国際
プラザのホームページでもご
覧いただくことができます。
ぜひ季節ごとのお花をお楽し
み下さい。 交流サロンの様子

札幌国際プラザは今年、設立20周年を迎えました

　平成3年7月31日に財団法人札幌国際プラザを設立（平成23
年に公益財団法人に移行）し、今年20周年を迎えました。
　これまでの20年間、姉妹都市交流（ポートランド市(米)、ミュ
ンヘン市(独)、瀋陽市(中)、ノボシビルスク市(露)、大田広域
市(韓)）や各国を知るセミナー、多言語によるお役立ち情報の
提供、市内NGO等交流団体との連携事業を通して、多様な交
流が生まれる国際都市札幌の実現を目指してまいりました。
　また、世界から人々を呼び込む国際会議など（MICE）を札幌・

北海道に誘致し、集客効果による地域の活性化、発展を目指
してまいりました。
　こうした活動は「ボランティア活動」や来札者への「おもて
なし」など、市民のみなさまの支えがあってのことです。これ
からも、みなさまとともに札幌の発展に尽くすため、「多文化
共生」、「MICE」をキーワードに事業を展開してまいります。
　なお、20周年を記念して、今後さまざまな事業を計画して
おりますので、ご注目ください。

「多文化共生」
国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認めあい、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成
員として共に生きていくことです。

「ＭＩＣＥ」
国際会議や企業の報奨旅行など、多くの集客を見込むことのできるビジネス交流の総称で、Meeting（企業の会議）、
Incentive Travel（企業の報奨旅行）、Convention（国際会議や学会）、Event/Exhibition（イベントや展示会）の頭文
字をとったものです。
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